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まちのわだい
TOWN  TOPICS

五十嵐史朗さんが入賞記念碑寄贈

　昨年12月に滋賀県で開かれた第 32回全国中学校駅伝大会男
子の部で５位入賞を果たした猪苗代中の入賞記念碑除幕式は 10
月 17 日、カメリーナ駐車場西側で行われました。ふくしま駅伝
猪苗代町チームの監督で五十嵐石材の五十嵐史

し

朗
ろう

さんが全中での
入賞をたたえるとともに、「後輩の皆さんにも頑張ってほしい」
と寄贈。記念碑は、高さ約 110㌢、幅約 45㌢、奥行き約 45㌢で、
選手、監督、コーチらの名前と成績などが刻まれています。

猪苗代中男子の全中駅伝入賞をたたえる

記念碑を寄贈した五十嵐さん（左から２人目）と二
瓶町長（同３人目）ら

アートプロジェクトを展開した猪苗代高校アート班
の４人

猪苗代湖畔で音楽や食を楽しむ
「オハラ☆ブレイク ’25 A GO GO 愛し合ってるかい」
　「オハラ☆ブレイク ’25 A GO GO 愛し合ってるかい」は９月
27日、天神浜で開かれ、来場者は音楽や芸術、食などを楽しみ
ました。地場産品を使ったメニューを提供した「猪苗代☆食堂」
には、食を求め多くの人が列を作りました。
　今年は猪苗代高校の生徒が初出展。地域探究学習の一環で、２
年生アート班が絵馬を使って「だれかを応援する気持ち」をかた
ちにするアートプロジェクトを展開しました。

高校生ランナーが力走
県高等学校駅伝競走大会
　男子第 70 回、女子第 43 回県高等学校駅伝競走大会は 10 月
23 日、カメリーナをスタート・フィニッシュとする男子７区間、
女子５区間で争われました。大会には連合チームを含め男子 24
チーム、女子 16 チームが出場し、男子は学法石川高校が大会新
記録の２時間２分 58 秒で 15 年連続 17 度目の優勝。女子も学法
石川高校が１時間 10 分 47 秒で 10 年連続 12 度目の優勝を果た
しました。大会には、町内中学校出身の選手が多数出場しました。 １区で集団の先頭を走る帝京安積高校の渡部湧斗選

手（猪苗代中卒）

猪中生と猪苗代ＬＣが水草回収

　猪苗代中の１年生と猪苗代ライオンズクラブの会員ら約 100
人は 10月３日、猪苗代湖の水質改善を図るため、天神浜で水草
の回収作業を行いました。この活動は、平成 23年に旧東中学校
の生徒が自分たちの古里のために何か役立つことができないかと
考えたのが始まりで、現在まで引き継がれています。生徒らは浜
に打ち上げられた水草を丁寧にかき集め、猪苗代湖の環境美化に
努めました。 フォークを使って丁寧に水草を集める生徒ら

猪苗代湖の環境美化に努める

猪苗代産の米を新嘗祭に献穀

　令和７年度の新嘗祭への献穀者に猪苗代町の土屋勇
いさ

雄
お

さん（壺
下）が選ばれ、10月 21 日に天皇陛下御会釈のため、皇居を訪問
しました。献穀は、宮中の恒例行事の中で最も重要な儀式の１つ
である新嘗祭に、各都道府県の農家が新穀を献納するもので、明
治 25年以来、現在まで続いている伝統的な行事です。猪苗代町
からの新嘗祭献穀は、平成７年以来 30 年ぶり。新嘗祭は、11
月 23日に執り行われます。

献穀者に土屋勇雄さんが選ばれる

天皇陛下御会釈のため、皇居を訪問した土屋さん
（右）ら

世界的リゾートを目指す
猪苗代観光協会にＤМО登録証交付
　観光庁の観光地域づくり法人（ＤМО）に登録された猪苗代観
光協会への登録証交付式は 10 月２日、町役場で行われました。
国土交通省東北運輸局の長澤秀博観光部長が神田功会長に登録証
を手渡しました。神田会長は「磐梯山と猪苗代湖を中心として、
四季を通じて何度でも訪れたくなる世界的リゾートを目指し、質
の高い観光地域づくりを進めていきます」とあいさつ。ＤМО登
録は県内で７団体目、町規模の団体では県内初となりました。質の高い観光地域づくりを誓う神田会長（前列中央）

ら

　第 15 回学びいな秋祭りは 10 月 18、19 の両日、学びいなで
開かれ、来場者が多彩な催しを楽しみました。ホールでは、町体
験交流協会の加盟団体が次々とステージに登場し、日頃の練習の
成果を披露。このほか、猪苗代町合併 70周年を記念し、花柳流
日本舞踊の花柳寿

す

美
み

衡
ひら

師範が長唄「七福神」を披露しました。学
びいな館内では、各種講座の参加者によるさまざまな作品が展示
され、来場者を楽しませました。

自慢の作品や練習の成果を披露
第 15 回学びいな秋まつり

長唄「七福神」を披露した花柳師範

懐かしの軽便鉄道を訪ねて

　「第27回いなわしろ軽便ウォーク～懐かしの沼尻軽便鉄道を
訪ねて～」は９月28日、ＪＲ川桁駅をスタート、中ノ沢温泉をゴー
ルに開かれました。町商工会青年部などでつくる実行委員会が主
催するこの軽便ウォークは、福島市出身の古関裕而さんが作曲し
た「高原列車は行く」のモデルで知られる沼尻軽便鉄道跡を歩く
イベントです。参加者は、黄金色に染まった田園風景を楽しみな
がらゴールを目指しました。

第 27 回いなわしろ軽便ウォーク

散策を楽しみながら沼尻軽便鉄道跡を歩く参加者


